
 1

平成２６年白浜町議会第１回定例会 会議録(第１号) 

 

１．開  会 平成 ２６ 年 ２ 月 ６ 日 白浜町議会第１回定例会を白浜町役場 

       議場において １０ 時 ００ 分 開会した。 

 

１．開  議 平成 ２６ 年 ２ 月 ６ 日 １０ 時 ０３ 分 

 

１．閉  議 平成 ２６ 年 ２ 月 ６ 日 １３ 時 １６ 分 

 

１．延  会 平成 ２６ 年 ２ 月 ６ 日 １３ 時 １６ 分 

 

１．議員定数 １６ 名  欠員２名  

 

１．応招及び不応招議員の氏名 

   応招議員 １４名 その議席番号及び氏名は、次のとおりである。 

 

１番  水 上  久美子       ２番  楠 本  隆 典 

３番  丸 本  安 高       ４番  南    勝 弥 

５番  笠 原  惠利子       ６番  正 木  秀 男 

７番  岡 谷  裕 計       ８番   畑  敏 雄 

１０番  玉 置    一 

１１番  湯 川  秀 樹      １２番  三 倉  健 嗣 

１３番  長 野  莊 一        

１５番  辻    成 紀      １６番  正 木  司 良 

 

１．出席及び欠席議員の氏名 

   出席議員 １４名 その議席番号及び氏名は、次のとおりである。 

 

１番  水 上  久美子       ２番  楠 本  隆 典 

３番  丸 本  安 高       ４番  南    勝 弥 

５番  笠 原  惠利子       ６番  正 木  秀 男 

７番  岡 谷  裕 計       ８番   畑  敏 雄 

１０番  玉 置    一 

１１番  湯 川  秀 樹      １２番  三 倉  健 嗣 

１３番  長 野  莊 一       

１５番  辻    成 紀      １６番  正 木  司 良 

 

   欠席議員 なし  
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１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名は、次のとおりである。 
 

事 務 局 長  林    一  勝     事 務 主 事  田 中  健 介 
 
１．地方自治法第１２１条の規定により、議場に出席した者の職氏名は、次のとおりである。 
 

町    長  井 澗    誠    
教 育 長  清 原     武   会 計管理者  田 井  郁 也    
富田事務所長              
兼農林水産課長  鈴 木    泰   日置川事務所長  前 田  信 生 
総 務 課 長   大 谷  博 美   税 務 課 長  高 田  義 広 
民 生 課 長  三 栖  健 次   生活環境課長  坂 本  規 生 
建 設 課 長  笠 中  康 弘   上下水道課長  山 本  高 生 
地籍調査課長  堀 本  栄 一   消 防 長  大 谷    実 
教 育委員会 
教 育 次 長  青 山  茂 樹    観光課副課長  古 守  繁 行 
総務課副課長  泉    芳 明 
 

１．議事日程 
 

日 程 第 １ 会議録署名議員指名について 
日 程 第 ２ 会期の決定について     
日 程 第 ３ 報 告第１号 専決処分の報告について 
日 程 第 ４ 報 告第２号 専決処分の報告について 
日 程 第 ５ 議 案第１号 工事請負契約の一部変更について 
日 程 第 ６ 議 案第２号 土地の処分について 
日 程 第 ７ 議 案第３号 白浜町国民健康保険直営日置診療所の指定管理者の指定に 

ついて 
日 程 第 ８ 議 案第４号 白浜町国民健康保険直営三舞診療所の指定管理者の指定に 
             ついて 
日 程 第 ９ 議 案第５号 白浜町課設置に関する条例及び白浜町事務所及び出張所の 

設置に関する条例の一部を改正する条例について 
日程第１０ 議 案第６号 漁港漁場整備法第３９条の５の規定による土砂採取料等の 
             徴収に関する条例の一部を改正する条例について 
日程第１１ 議 案第７号 白浜町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例に 

ついて 
日程第１２ 議 案第８号 白浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 
日程第１３ 議 案第９号 白浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

について 
日程第１４ 議案第１０号 白浜町消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定につ 
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いて 
日程第１５ 議案第１１号 白浜町債権管理条例の制定について 
日程第１６ 議案第１２号 平成２５年度白浜町一般会計補正予算（第８号）議定につ 

いて 
日程第１７ 議案第１３号 平成２５年度白浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第２ 

号）議定について 
日程第１８ 議案第１４号 平成２５年度白浜町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

議定について 
日程第１９ 議案第１５号 平成２６年度白浜町一般会計予算議定について 
日程第２０ 議案第１６号 平成２６年度白浜町国民健康保険事業特別会計予算議定に 

ついて 
日程第２１ 議案第１７号 平成２６年度白浜町後期高齢者医療特別会計予算議定につ 

いて 
日程第２２ 議案第１８号 平成２６年度白浜町介護保険特別会計予算議定について 
日程第２３ 議案第１９号 平成２６年度白浜町住宅資金貸付事業特別会計予算議定に 

ついて 
日程第２４ 議案第２０号 平成２６年度白浜町土地取得特別会計予算議定について 
日程第２５ 議案第２１号 平成２６年度白浜町健康交流拠点施設事業特別会計予算議 

定について 
日程第２６ 議案第２２号 平成２６年度白浜町簡易水道事業特別会計予算議定につい 
             て 
日程第２７ 議案第２３号 平成２６年度白浜町農業集落排水事業特別会計予算議定に 

ついて 
日程第２８ 議案第２４号 平成２６年度白浜町下水道事業特別会計予算議定について 
日程第２９ 議案第２５号 平成２６年度白浜町水道事業特別会計予算議定について 
日程第３０ 議案第２６号 平成２６年度白浜町土地開発公社事業計画及び会計予算の 

提出について 
日程第３１ 議案第２７号 田辺周辺５市町障害程度区分認定等審査会共同設置規約の 

変更に関する協議について 
日程第３２ 議案第２８号 和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合への加入に関 

する協議について 
  追加日程第３３ 白浜町議会特別委員会設置について 
                                               

１．会議に付した事件   
 
  日程第１から追加日程第３３ 
 
１．会議の経過      
 
○議    長 
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 皆さん、おはようございます。 

ただいまから白浜町議会平成２６年第１回定例会を開会いたします。 

開議の前に、去る１月２３日急逝されました正木雅就観光課長の安らかなるご冥福を祈り、

１分間の黙祷を捧げたいと思います。 

  恐れ入りますが、皆様方のご起立をお願いします。 

黙祷。 

（黙祷） 

○議    長 

黙祷を終わります。ご着席ください。 

日程に入る前に、事務局長から諸報告を行います。 

       番外  事務局長 林君 

○番    外（事務局長） 

 諸報告を行います。 

 ただいまの出席議員は１４名であります。 

本定例会の会議予定につきましては、去る１月３０日の議会運営委員会でご協議いただき

ました。その結果をご報告し、ご了承いただきたいと思います。 

会期につきましては、本日から２月２４日までの１９日間を予定しております。 

開催日につきましては、第２日を２月１２日、一般質問。第３日を２月１３日、一般質問。

開議時間は、両日とも９時３０分とさせていただきます。第４日を２月１４日、第５日を２

月２４日に予定しております。 

なお、審議の都合により日程が変更することも予測されますので、ご了承をお願いしたい

と思います。 

一般質問通告の締め切りは、申し合わせにより２月７日金曜日午後４時までとなっていま

すので、よろしくお願いします。 

第１日目の議事日程は、申し合わせにより提案理由の説明にとどめたいと思いますので、

ご了承をお願いします。 

各予算案件に関しまして、補正予算は年度末の執行期限等に関係することから、本会議で

先に審議を行い、当初予算につきましては、申し合わせにより予算審査特別委員会を設置し

て審議をお願いすることになります。 

また、特別委員会の設置については議長発議で行いたいと思いますので、ご了承をお願い

します。 

日程第１９から日程第３０の当初予算に関する議案第１５号から議案第２６号につきまし

ては、特別委員会においてそれぞれ補足説明が行われますので、本日の補足説明は省略いた

します。 

地方自治法第１２１条の規定による説明員の出席要求並びに閉会中の議員活動報告をお手

元に配付しております。 

会議規則第１２８条の規定による議員派遣結果報告書をお手元に配付しています。 

本日、延会後、全員協議会、予算審査特別委員会の開催を予定していますので、よろしく

お願い申し上げます。 

本日は撮影を許可しています。 
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以上で諸報告を終わります。  

○議    長  

諸報告が終わりました。 

ご了承のほど、よろしくお願い申し上げます。 

これより、本日の会議を開きます。 

                                          

（１）日程第１ 会議録署名議員指名について                  

 
  議長は会議規則第１２６条の規定により、本定例会の会議録署名議員を次のとおり指名

した。 

１５ 番   辻    成 紀    １６ 番    正 木  司 良 

                                          

（２）日程第２ 会期の決定について 

 
○議    長  

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 
会期は本日から２月２４日までの１９日間といたしたいと思います。 
これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり）  
○議    長  

異議なしと認めます。 
従って、本定例会の会期は本日から２月２４日までの１９日間と決定いたしました。 

                                          

（３）日 程 第 ３ 報 告第１号 専決処分の報告について 

日 程 第 ４ 報 告第２号 専決処分の報告について 

日 程 第 ５ 議 案第１号 工事請負契約の一部変更について 

日 程 第 ６ 議 案第２号 土地の処分について 

日 程 第 ７ 議 案第３号 白浜町国民健康保険直営日置診療所の指定管理者の指 

定について 

日 程 第 ８ 議 案第４号 白浜町国民健康保険直営三舞診療所の指定管理者の指 

定について 

日 程 第 ９ 議 案第５号 白浜町課設置に関する条例及び白浜町事務所及び出張 

所の設置に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１０ 議 案第６号 漁港漁場整備法第３９条の５の規定による土砂採取料等 

の徴収に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１１ 議 案第７号 白浜町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例 

について 

日程第１２ 議 案第８号 白浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 

日程第１３ 議 案第９号 白浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条 

例について 
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日程第１４ 議案第１０号 白浜町消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定に 

ついて 

日程第１５ 議案第１１号 白浜町債権管理条例の制定について 

日程第１６ 議案第１２号 平成２５年度白浜町一般会計補正予算（第８号）議定に 

ついて 

日程第１７ 議案第１３号 平成２５年度白浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第 

２号）議定について 

日程第１８ 議案第１４号 平成２５年度白浜町下水道事業特別会計補正予算（第３ 

号）議定について 

日程第１９ 議案第１５号 平成２６年度白浜町一般会計予算議定について 

日程第２０ 議案第１６号 平成２６年度白浜町国民健康保険事業特別会計予算議定 

について 

日程第２１ 議案第１７号 平成２６年度白浜町後期高齢者医療特別会計予算議定に 

ついて 

日程第２２ 議案第１８号 平成２６年度白浜町介護保険特別会計予算議定について 

日程第２３ 議案第１９号 平成２６年度白浜町住宅資金貸付事業特別会計予算議定 

について 

日程第２４ 議案第２０号 平成２６年度白浜町土地取得特別会計予算議定について 

日程第２５ 議案第２１号 平成２６年度白浜町健康交流拠点施設事業特別会計予算 

議定について 

日程第２６ 議案第２２号 平成２６年度白浜町簡易水道事業特別会計予算議定につ 

いて 

日程第２７ 議案第２３号 平成２６年度白浜町農業集落排水事業特別会計予算議定 

について 

日程第２８ 議案第２４号 平成２６年度白浜町下水道事業特別会計予算議定につい 

             て 

日程第２９ 議案第２５号 平成２６年度白浜町水道事業特別会計予算議定について 

日程第３０ 議案第２６号 平成２６年度白浜町土地開発公社事業計画及び会計予算 

の提出について 

日程第３１ 議案第２７号 田辺周辺５市町障害程度区分認定等審査会共同設置規約 

の変更に関する協議について 

日程第３２ 議案第２８号 和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合への加入に 

関する協議について 

                                        
○議    長   

日程第３ 報告第１号から日程第３２ 議案第２８号までの３０件を一括議題といたしま

す。 
 町長から、挨拶並びに提案理由の説明を求めます。 

番外  町長 井澗君（登壇） 
○番    外（町  長）  
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本日、平成２６年第１回定例会を招集致しましたところ、議員各位には、公私共に大変ご

多忙のなか、ご出席を頂きまして誠にありがとうございます。 

 上程致しました諸議案の提案理由の説明に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 冒頭にあたり、先月２３日、正木観光課長が出勤前に、自宅において心不全により、ご家

族の皆様をはじめ、周囲の方々の祈りもむなしく、お亡くなりになりました。あまりにも急

な事であり、私をはじめ町幹部、職員一同大変な驚きと、深い悲しみにくれました。正木課

長は白浜町の発展を願い、職務に精励していた志半ばで、突然旅立たれることは、どれほど

心残りであり、無念であったかと思います。このような深い悲しみの中ではありますが、観

光課長として積み上げてくれたものをしっかりと受け継ぎ、職員一同力を合わせ町行政運営

に取り組んでまいる決意であります。ここに正木課長のご逝去に対しまして、安らかなるご

冥福をお祈りする次第でございます。 

さて、内閣府が１月に公表した月例経済報告では、輸出が持ち直しに向かい、各種政策の

効果が下支えするなかで、家計所得や投資が増加し、景気の回復基調が続くことが期待され

ています。また、消費税率引上げに伴う駆け込み需要及びその反動が見込まれているところ

です。政府は、東日本大震災からの復興を加速させるとともに、デフレからの早期脱却と経

済再生の実現に向けて取り組んでおり、経済の好循環の実現に期待をしているところであり

ます。 

 日本政府観光局が先月に発表した昨年の訪日外国人客数は、前年比２４％増の１千３６万

３千９百人でありました。過去最高であった２０１０年を約２０パーセント上回り、１９６

４年の統計開始以来、初めて１千万人の大台を突破したものであります。昨年は円安で日本

への旅行が割安になった事や、日本とアジア方面を結ぶ格安航空会社の就航拡大も訪日外国

人客数が増えた要因でありました。白浜町としましても、外国人旅行客の誘致にも取り組み、

関空からのお客様をターゲットとした格安航空会社への働きかけや、東南アジアのお客さま

を和歌山県へ、さらには白浜町へ誘客したいと考えております。 

 また、２月１１日には、国内観光の活性化への貢献、着地型旅行企画事業の成功を期する

ことを目的として、全国旅行業協会の会員が一同に会する「第１０回国内観光活性化フォー

ラムｉｎ和歌山」が開催されます。平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は、国内

の経済に対して多大な影響を及ぼし、観光分野においても大きな打撃を受けたところであり、

また、和歌山県においては同年９月の台風１２号の集中豪雨被害により、当町におきまして

も来客数が減少しましたが、関係者の皆様による懸命な誘客活動の甲斐あって、昨年１年間

は一昨年を上回る来客数で推移することが出来、復活の兆しが見えてまいりました。本年も

経済３団体をはじめ関係機関等と連携を図りながら、１年を通して多くのイベント等を実施

し、白浜の魅力向上と来泉されるお客さまへのおもてなしに取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

 本年は、平成２７年に開催される「紀の国わかやま国体」の前年ということで、「紀の国わ

かやま国体競技別リハーサル大会」として、５月に和歌山県空手道選手権大会、７月には全

日本実業団ソフトテニス選手権大会、そして１１月には全日本卓球選手権大会（団体の部）

が開催されます。テニスコートにつきましては、国体に向け改修工事中で、完成すれば２０

面の人工クレーコートとしては全国最大規模となり、また、卓球競技会会場となる白浜会館

は今年度末で改修工事が完了する予定であり、大勢の競技者及び関係者の皆様、そして観戦
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者をお迎えするにあたり、準備を進めているところでございます。 

さて、平成２６年度の当初予算編成にあたっては、近い将来発生が予想されている東海、

東南海、南海地震による大規模災害に備え、町指定避難所へ防災用品、非常食の分散備蓄を

計画的に進めるとともに、日置川地域における災害時の防災拠点ともなる日置川消防署の高

台移転工事に本格的に着手します。更に、災害時の救助活動等にかかる機能強化を図るため、

白浜消防署と新たに建設する日置川消防署に燃料備蓄施設、自家給油設備、非常時用発電設

備の整備を図ります。 

喫緊の課題として取り組んでいる学校施設耐震化事業につきましては、引き続き北富田小

学校、白浜第一小学校の建設を進め、新たに白浜第二小学校の耐震化事業に着手し、子ども

たちの活動の場である学校施設の安全確保を図ります。 

社会保障関連費や公債費が増加する厳しい状況ではありますが、住民の皆様が安心、安全

に暮らすことができるよう生活基盤の整備にも配慮しながら新年度予算を編成しました。 

歳入面では、町の収入の根幹である町税は、長引く景気の低迷から減少傾向が続いていま

したが、新年度では、個人住民税では減となったものの、法人町民税や固定資産税など、他

の税目において前年度を上回り、総額では前年度比２．２％の増加を見込んでいます。 

地方交付税においては、特別加算分が縮小されるなど、国の地方財政計画において前年度

に引き続き減少となることが示されていること等から、増額を見込むことは難しく前年度と

同額規模の予算としました。 

地方債では、臨時財政対策債の発行を５億２千２百万円予定していますが、国体関連施設

の整備が概ね完了したこと等から、発行総額は１６億２千６百万円と前年度に比べ６億６千

３百万円の大幅な減少となります。 

各種譲与税、交付金は前年度と同程度見込んでいますが、平成２６年４月１日より消費税

率が５％から８％に変わることから、地方消費税交付金は前年度比１０．２％増の総額２億

３千万円を見込んでいます。 

歳入全体では、地方交付税が３０％を占め、引き続き交付税を中心とした「依存型財源」

を構成しており、財政状況が厳しいことに変わりはございません。 

このことから、全職員が危機感を持ち、住民の負託に応えるため、「最小の経費で最大の効

果」を創出することを基本とし、「こころに誇り・生きがいの持てるまち」「だれもが安心・

安全に暮らせるまち」「住民と行政が力をあわせるまち」「地域資源を生かした活力のあるま

ち」「快適で生活環境が充実したまち」に大別して予算を編成したところでございます。 

まず、予算規模ですが、総額は、１１７億７千万円でございます。 

前年度と比較しまして△５億８千万円、４．７％の減少となっております。 

歳入では、自主財源は４４億４，５４２万５千円で、その主なものは町税３１億６，９３

２万４千円、前年度と比較しまして６，９３３万２千円の増加となっております。 

次に、依存財源は７３億２，４５７万５千円で、その主なものは地方交付税３５億２，６

００万円、前年度と比較しまして△１００万円の減少となっており、町債で１６億２，５８

０万円、前年度と比較しまして△６億６，３２０万円の減少となっております。 

 歳出では、人件費、扶助費、公債費の義務的経費は５０億９，０９４万６千円となってお

り、そのうち人件費が２５億１，７５６万８千円でございます。 

 投資的経費は１６億７，３８９万１千円、普通建設事業費は１６億６，２５９万１千円で、
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その他物件費等は５０億５１６万３千円でございます。 

 続いて、新年度における主な取り組みについてご説明申し上げます。以前から取り組んで

まいりました機構再編につきましては、民生課を分割し、「民生課」と「住民保健課」として

改編いたします。さらには、紀の国わかやま国体の開催があと 1 年と迫ってきていることか

ら、「国体推進室」を「国体推進課」に変更して更なる体制強化を行います。また、従来の「地

籍調査課」を「地籍調査室」として日置川事務所に配置します。「防災対策室」は「危機管理

室」に改編いたします。以上が主な機構再編の概要であります。 

 防災、減災対策につきましては、国、県から公表された「南海トラフの巨大地震」及び「東

海・東南海・南海３連動地震」による津波浸水想定を踏まえ、津波避難困難地域の見直しや、

津波ハザードマップの作成に取り組んでいるところであります。このマップ上には、津波浸

水想定や地域の皆様からお示しいただいた初期避難場所等の表示を行うこととしています。

そして、広く住民の皆様に周知を図るため、町内に全戸配布を行います。今後も、地域と町

が一丸となって諸課題に向け取り組むことが重要であると考えているところでございます。

「安心・安全」を最大のおもてなしと位置づけ取り組んでまいります。本庁舎につきまして

は、耐震工事を実施するのか、建て替えを行うのかの議論を庁内検討委員会で行ってきまし

た。一定の協議と最終的な検討を経た段階で、方向性をまとめ、最終結論を出したいと考え

てございます。 

 エネルギー政策につきましては、環境負荷が少ない社会の推進として、自然エネルギーや

新エネルギーの研究など、県や関係機関と連携して取り組んでまいります。 

 観光分野では、経済三団体など関係機関と連携しながら更なる観光客の誘客に取り組みま

す。本年、９月１４日から１２月１３日に開催されます国内最大規模の観光キャンペーン「わ

かやまデスティネーションキャンペーン」を成功させるべく、町の将来像である「世界に誇

れる観光リゾート白浜」の実現に向け、観光面での施策を更に強化し、官民一体となって取

り組みを進めて参りたいと考えております。「白浜町活性化協議会」で協議いただき、本年 1

月に提出いただきました最終答申（提言）につきましては、これから優先順位を見極め、夢

と希望の持てるまちづくりを優先して推進してまいります。今年は「紀伊山地の霊場と参詣

道」が世界遺産登録１０周年を迎えるにあたり、町として「大辺路」富田坂、仏坂を積極的

にＰＲしてまいります。また、臨海地区では番所山の整備が今春に完成し、遊歩道や展望ス

ポットが整備され、京都大学の水族館や南方熊楠記念館とも連携して新たな観光スポットと

して生まれ変わります。円月島の保全対策工事に関しましては、予定通り第２期工事を進め

てまいります。今年のイベントの目玉としましては、５月１１日に「南紀白浜トライアスロ

ン大会」を開催いたします。「日本トライアスロン連合」の公認をいただきました本大会を町

民の皆様と力を合わせ、成功に導きたいと考えております。紀の国わかやま国体のリハーサ

ル大会もスタートします。本番への前哨戦となりますので、こちらにつきましても多くの町

民の皆様のご協力をお願いする次第であります。また、日置川地域の活性化につきましては、

県と連携を深めながら、これまで以上に教育旅行や民泊など、各種事業の推進に取り組みま

す。  

 水産業の振興につきましては、補助金を得て機能保全計画や事業基本計画の作成を進め、

漁港施設等の整備を行う予定としてございます。 

農林業の振興につきましては、就農支援や有害鳥獣の駆除を行うとともに、農林道の維持
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に努め、災害が生じている林道につきましては、災害復旧を進めてまいります。また、富田

川、日置川の両河川におきましては河床の整備を推進してまいります。 

 最後に、福祉施策におきましては、高齢者福祉、障害者福祉、健康づくりや子育て支援な

ど、各分野で充実を図ってまいりたく、今後とも、議員各位の、なお一層のご指導とご鞭撻

を賜りますようお願い申し上げます。 

また、平成２５年第４回定例会以降、次の方からご寄付を頂きましたのでご報告し、御礼

に代えさせて頂きます。（敬称略） 

 環境保全基金へ 日置川事務所窓口設置寄附金箱 

 寄付 現金 白浜町商工会 

さて、本議会においてご審議をお願い致します案件は、専決処分の報告に関する事項２件、

工事請負契約の一部変更に関する事項１件、土地の処分に関する事項１件、指定管理者の指

定に関する事項２件、条例の一部改正に関する事項５件、条例の制定に関する事項２件、平

成２５年度一般会計及び特別会計補正予算議定３件、平成２６年度一般会計予算議定及び特

別会計予算議定１１件、平成２６年度白浜町土地開発公社事業計画及び会計予算の提出に関

する事項１件、審査会の規約の変更に関する事項１件、管理組合への加入に関する協議につ

いて１件であり、必要な議案を提出したところでございます。 

なお、予定議案と致しまして、人権擁護委員の推せんに関する事項３件がございます。 

 さて、本議会においてご審議をお願い致します案件の提案理由について順次ご説明申し上

げます。 

 報告第１号 専決処分の報告につきましては、町営住宅に係る使用料等の支払請求及び住

宅明渡しの請求に関する調停の申立てをしたので、これを報告するものでございます。 

 報告第２号 専決処分の報告につきましては、町営住宅に係る使用料等の支払請求及び住

宅明渡しの請求に関する訴えの提起をしたので、これを報告するものでございます。 

 議案第１号 工事請負契約の一部変更につきましては、工事量の変更により、契約金額の

増額をしたいので、提案するものでございます。 

 議案第２号 土地の処分につきましては、和歌山県が施行する白浜温泉線道路改良工事の

ために必要な土地であるため、提案するものでございます。 

 議案第３号 白浜町国民健康保険直営日置診療所の指定管理者の指定につきましては、指

定管理者を指定したいので、提案するものでございます。 

 議案第４号 白浜町国民健康保険直営三舞診療所の指定管理者の指定につきましては、指

定管理者を指定したいので、提案するものでございます。 

 議案第５号 白浜町課設置に関する条例及び白浜町事務所及び出張所の設置に関する条例

の一部を改正する条例につきましては、組織を改めたいので提案するものでございます。 

 議案第６号 漁港漁場整備法第３９条の５の規定による土砂採取料等の徴収に関する条例

の一部を改正する条例につきましては、平成２６年４月からの消費税率の引き上げに伴い、

土砂採取料を改定したいので提案するものでございます。 

 議案第７号 白浜町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例につきましては、社

会教育法の一部改正に伴い、関係規定を改定したいので提案するものでございます。 

 議案第８号 白浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例につきましては、地方公共団体

の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴い、手数料を改定したいので提案するものでご
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ざいます。 

 議案第９号 白浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につきましては、

非常勤消防団員等に係る損害賠償の基準を定める政令の一部改正に伴い、関係規定を改正し

たいので提案するものでございます。 

 議案第１０号 白浜町消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定につきましては、消

防組織法の一部改正に伴い、白浜町消防長及び消防署長の資格を定める必要が生じたので提

案するものでございます。 

 議案第１１号 白浜町債権管理条例の制定につきましては、町の債権の管理を適正に行う

ため、その管理に関する事務処理について、必要な事項を定めたいので提案をするものでご

ざいます。 

 議案第１２号 平成２５年度白浜町一般会計補正予算（第８号）議定につきましては、既

定の歳入歳出予算の総額に５，５２１万６千円を追加して、歳入歳出予算総額を１３４億６，

８４８万６千円と定めました。 

 今回の補正の主なものといたしまして、総務費につきましては、減債基金積立金  １億円 

ふるさと白浜応援基金積立金 ２５０万円 地籍調査業務報償費（減額） △２４０万円 標

準宅地鑑定手数料（減額） △８９６万円。 

 民生費につきましては、児童手当（減額） △２，０００万円。 

 衛生費につきましては、公立紀南病院組合負担金（減額） △４５３万円 簡易水道特別

会計繰出金  １２６万円。 

 農林水産業費につきましては、 果樹産地づくりステップアップ支援事業補助金 １５万

円 ニホンジカ管理捕獲奨励費補助金（減額） △８６万円 森林病害虫等防除事業（減額） 

△２２６万円 施設指定管理委託料（減額）  △４３２万円 漁港機能強化計画作成委託料

（減額） △９００万円。 

 土木費につきましては、下水道事業特別会計繰出金 １５０万円。                               

 教育費につきましては、大辺路富田坂保存修理工事費 １３２万円。 

 その他といたしまして、国の補助金等の確定による財源更正、地域防災計画修正事業他１

３件の繰越明許費でございます。（単位：万円未満四捨五入） 

 その主な財源は、使用料及び手数料（減額） △１，１８７万円 国庫支出金（減額）  △

１，３３３万円 県支出金  ９１０万円 寄附金  ２５０万円 繰入金（減額） △２億７，

４２２万円 繰越金 ３億５，９６２万円 諸収入 １３２万円 町債（減額） △１，７

９０万円でございます。 
 議案第１３号 平成２５年度白浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）議定につき

ましては、既定の歳入歳出予算の総額に１２６万円を追加して、歳入歳出予算総額を４，３

９４万７千円と定めました。 
 議案第１４号 平成２５年度白浜町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定につきま

しては、既定の歳入歳出予算の総額に１５０万円を追加して、歳入歳出予算総額を８億６，

８６０万９千円と定めました。 
 議案第１５号から議案第２６号につきましては、平成２６年度白浜町一般会計予算議定及

び１０件の特別会計予算議定と、平成２６年度白浜町土地開発公社事業計画及び会計予算に

ついて提案するものでございます。 
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 以下、一般会計における主な事業の概要を申し上げます。（単位：万円未満四捨五入） 
１ こころに誇り・生きがいの持てるまちにつきまして、  
 (1) 生涯学習の充実として、  

  ① 白浜学童保育所移設事業 ３８０万円 

  ② 学童保育費 ３，１９４万円 

 (2) 学校教育の充実として、  

  ① スクールバス車載衛星携帯電話購入事業  ７４万円 

  ② 白浜第二小学校耐震化事業 １，０００万円 

    ③ 小学校施設整備工事費 １，１３０万円 

  ④ 小学校教育用パソコン整備事業 ３，０８５万円 

  ⑤ 北富田小学校建設事業 ２億１，４１０万円 

  ⑥ 白浜第一小学校建設事業  １億２，１５２万円 

  ⑦ 中学校施設整備工事費 ８００万円 

  ⑧ 中学校教育用パソコン整備事業 １，４８６万円 

 (3) 歴史・文化の保存・伝承と文化活動の振興として、  

  ① 熊野参詣道大辺路富田坂保存事業   ３００万円 

 (4) スポーツ・レクリエーションの推進として、  

  ① 田野井総合運動場拡幅事業 ６８万円 

  ② 国体推進費 ８，１３６万円 

２ だれもが安心・安全に暮らせるまちとしまして、  

 (1) 健康づくりの推進として、  

  ① 予防接種委託料  ４，７０９万円 

  ② 各種検診事業 １，７２４万円 

 (2) 医療・救急体制の充実として、  

  ① 国民健康保険事業特別会計事業勘定繰出金 ２億９，１２４万円 

  ② 国民健康保険事業特別会計診療施設勘定繰出金 ３，６７５万円 

  ③ 公立紀南病院組合負担金  ９，７２２万円 

  ④ 公益財団法人白浜医療福祉財団補助金 ５，４１３万円 

 (3) 住民参加による地域福祉の充実として、  

  ① 社会福祉協議会補助金 ４，４２８万円 

 (4) 高齢者福祉の充実として、  

  ① 高齢者生活支援ハウス運営委託料  １，４７０万円 

  ② 紀南地方老人福祉施設組合負担金  ９，４０７万円 

  ③ 町シルバー人材センター補助金 ７３１万円 

  ④ 介護保険特別会計繰出金 ４億２，１６５万円 

  ⑤ 後期高齢者医療特別会計繰出金 ３億５，４５６万円 

  ⑥ 安心生活基盤構築事業 ２，０００万円 

  ⑦ 福祉施設補修事業 ５４０万円 

  ⑧ 長寿祝金 ７００万円 

  ⑨ 高齢者生活支援手当 ５４０万円 
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 (5) 障害者福祉の充実として、  

    ① 基幹相談支援センター機能強化事業委託料 ５６２万円 

  ② 身体障害児（者）医療扶助費及び食事療養扶助費 ６，３１０万円 

  ③ 身体障害者更生医療費 ３，８５６万円 

  ④ 身体障害者（児）補装具、日常生活用具費 １，５２８万円 

  ⑤ 放課後等デイサービス給付費 ３，４０７万円 

  ⑥ 障害者就労支援、共同生活介護、自立訓練給付費等 ４億１，９２２万円 

  ⑦ 障害者（児）居宅介護、行動支援、療養介護給付費等 ８，０１０万円 

  ⑧ 福祉計画等策定事業 ３４７万円 

    ⑨ 計画相談支援給付費 １，０９７万円 

 (6) 子育て支援の推進として、  

  ① 子ども医療扶助費及び食事療養扶助費 ５，５０９万円 

  ② 児童手当 ３億２，５０２万円 

  ③ ひとり親家庭医療扶助費及び食事療養扶助費 ２，５１２万円 

  ④ 妊婦健診、助産師訪問指導委託料 １，２３９万円 

   ⑤ 子ども子育て支援事業 ２３０万円 

   ⑥ 湯崎保育園耐震診断事業  １５６万円 

   ⑦ 日置保育園送迎車購入事業 ２８０万円 

  (7) 消防防災対策の推進として、  

  ① 分散備蓄資機材等整備事業 ３，２５９万円 

  ② 地域防災無線中継局撤去事業 ４００万円 

  ③ Ｊ-ALERT 連動自動起動装置設備改修事業 ２１０万円 

  ④ 防災対策事業費補助金 ５００万円 

  ⑤ 高規格救急車更新事業 ５，７６０万円 

  ⑥ 日置川第２分団車両更新事業 １，４４０万円 

  ⑦ 消防救急無線デジタル化負担金 ２，９２６万円 

  ⑧ 日置川消防署高台移転事業 ３億８，８２５万円 

  ⑨ 非常用電源設備等整備事業 ５，６００万円 

    ⑩ 白浜支団第１２分団車庫移転事業 １，５１５万円 

 (8) 交通安全・防犯等の推進として、  

  ① 交通安全対策費  ５１１万円 

  ② 自殺対策事業 ６７１万円 

３ 住民と行政が力をあわせるまちとしまして、  

 (1) 地域コミュニティの活性化として、  

  ① 地域活動助成金  １，０５０万円 

  ② コミュニティＦＭ放送委託料 １，３５５万円 

 (2) 周辺地域等との連携・交流の推進として、  

  ① 田辺周辺広域市町村圏組合負担金   ７４０万円 

  ② すさみ消防受託費 １億７，７４５万円 

 (3) 計画的・効率的な行財政の運営として、  
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    ① 電算システム改修委託料  １，６９６万円 

② 情報系機器及びシステム保守、ＰＣ借上料等 １，５１１万円 

③ 業務系機器及びシステム保守、システム借上料等 ４，９２５万円 

④ 住宅新築資金等貸付金回収管理組合負担金 ７００万円 

    ⑤ 固定資産税評価更新業務委託料 ６８８万円 

    ⑥ デジタル航空写真撮影業務委託料  ８５９万円 

⑦ 地域振興基金積立金 １億１，６００万円 

４ 地域資源を生かした活力のあるまちとしまして、  

 (1) 農林漁業の振興として、  

  ① 有害鳥獣駆除奨励費補助金 ７２３万円 

  ② 青年就農給付金  ８２５万円 

  ③ 中山間地域直接支払交付金 １，５８９万円 

  ④ 県営ため池等整備計画作成委託料  ８４６万円 

  ⑤ 地域振興事業補助金 ５００万円 

  ⑥ 林道維持費 １，３９１万円 

  ⑦ 平地内用水路補修工事 ４３６万円 

  ⑧ 水産増殖事業費補助金 ５００万円 

  ⑨ 水産業施設改修補助金 ２８０万円 

  ⑩ 内水面漁業放流助成金 ５３０万円 

  ⑪ 漁港水産基盤ストックマネジメント事業 １，１７０万円 

  ⑫ 漁港施設整備事業 ６９０万円 

  ⑬ 海岸保全施設整備工事費  ３，０００万円 

  ⑭ 湯崎漁港整備工事費 ９００万円 

  ⑮ 農林水産業施設災害復旧事業 ９８６万円 

  ⑯ 椿はなの湯公衆便所改修事業 ２３０万円 

  ⑰ 湯崎浜広場管理事業 １，８２４万円 

 (2) 商工業の振興として、  

  ① 商工会補助金 １，３１０万円 

  ② 中小企業信用保証料及び小規模事業者等貸付利子補給補助金 ６００万円 

 (3) 観光関連産業の振興として、  

  ① 体験観光推進事業 ６３０万円 

  ② まちなか観光案内業務委託事業 ７００万円 

  ③ 観光協会補助金  ５，０８０万円 

  ④ 観光協会観光宣伝特別補助金 １，８００万円 

  ⑤ 和歌山県デスティネーションキャンペーン負担金 ９９６万円 

  ⑥ 観光地さわやかトイレ普及事業 ８，６０２万円 

  ⑦ 健康交流拠点施設事業特別会計繰出金 １億２，１１６万円 

５ 快適で生活環境が充実したまちとしまして、  

 (1) 上下水道等の整備として、  

  ① 管渠調査業務事業 １７０万円 
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  ② 簡易水道特別会計繰出金  ２，７２６万円 

  ③ 農業集落排水事業特別会計繰出金  ６６４万円 

  ④ 下水道事業特別会計繰出金 ３億４，０６３万円 

 (2) 衛生環境の充実として、  

  ① 合併処理浄化槽設置整備事業費補助金 ２，８８７万円 

   ② 富田川衛生施設組合負担金 １億９，１０９万円 

   ③ 大辺路衛生施設組合負担金 ５，４７０万円 

   ④ 紀南環境広域施設組合負担金 ７８５万円 

   ⑤ 都市下水路整備事業 ２，４００万円 

  (3) 循環型社会の構築として、  

  ① 公共施設整備基金積立金  ３，２５０万円 

  ② 清掃施設基幹改良事業 ３億５，７３１万円 

  ③ 生ごみ処理容器購入補助金 ６００万円 

  ④ ショベルローダー購入事業 ４５０万円 

  ⑤ 最終処分場施設修繕事業  １，２７９万円 

 (4) 道路網等の整備として、  

  ① 道路維持費 ４，９５３万円 

  ② 道路新設改良費  ２，３００万円 

  ③ 高速道路対策費  ８，１３７万円 

  ④ 橋梁長寿命化事業 ２，０００万円 

  ⑤ 橋梁新設改良事業 ６００万円 

  ⑥ 町道櫛ケ峰権現谷線改良事業 ３，０００万円 

   ⑦ クレーン付ダンプ購入事業 ８００万円 

 (5) 河川等の整備として、  

  ① 河川維持費 ６３５万円 

  ② 河床整備事業費  ２，４６７万円 

 (6) 公共交通サービスの整備・充実として、  

  ① 生活交通路線バス維持費補助金 １，６５８万円 

 (7) 情報通信基盤の整備として、  

  ① 地上デジタル放送難視聴地域解消対策負担金 １，５００万円 

  ② 光ケーブル保守点検委託料、電柱他借上料 ５，０１０万円 

 議案第２７号 田辺周辺５市町障害程度区分認定等審査会共同設置規約の変更に関する協

議につきましては、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずる

ための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、規約を変更したいので提案するものでご

ざいます。 

 議案第２８号 和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合への加入に関する協議につき

ましては、住宅新築資金等に関する事務を共同処理するため、和歌山県住宅新築資金等貸付

金回収管理組合に加入したいので、提案するものでございます。 

 以上、詳細につきましては、担当課長からご説明を致しますので、ご審議の程宜しくお願

い申し上げます。 
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○議    長   

続いて、補足説明を許可します。 
番外  建設課長 笠中君（登壇） 

○番    外（建設課長） 

報告第１号 専決処分の報告について、議案書（P.１～３）に基づき、説明した。 
報告第２号 専決処分の報告について、議案書（P.４～６）に基づき、説明した。 

○議    長   

番外  観光課副課長 古守君（登壇） 
○番    外（観光課副課長） 

議案第１号 工事請負契約の一部変更について、議案書（P.７～１０）に基づき、説明し

た。 
○議    長   

番外  総務課長 大谷君（登壇） 
○番    外（総務課長）    

議案第２号 土地の処分について、議案書（P.１１～１３）に基づき、説明した。 
○議    長  

番外  民生課長 三栖君（登壇） 
○番    外（民生課長）    

議案第３号 白浜町国民健康保険直営日置診療所の指定管理者の指定について、議案書（P.

１４～１５）に基づき、説明した。 
議案第４号 白浜町国民健康保険直営三舞診療所の指定管理者の指定について、議案書（P.

１６～１７）に基づき、説明した。 
○議    長   

番外  総務課長 大谷君（登壇） 
○番    外（総務課長） 

議案第５号 白浜町課設置に関する条例及び白浜町事務所及び出張所の設置に関する条例

の一部を改正する条例について、議案書（P.１８～２１）に基づき、説明した。 
○議    長 

番外  農林水産課長 鈴木君（登壇） 
○番    外（農林水産課長） 

議案第６号 漁港漁場整備法第３９条の５の規定による土砂採取料等の徴収に関する条例

の一部を改正する条例について、議案書（P.２２～２５）に基づき、説明した。 
○議    長   

番外  教育次長 青山君（登壇） 
○番    外（教育次長） 

議案第７号 白浜町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例について、議案書（P.

２６～２９）に基づき、説明した。 
○議    長  

番外  消防長 大谷君（登壇） 
○番    外（消防長）    
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議案第８号 白浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例について、議案書（P.３０～３

３）に基づき、説明した。 
議案第９号 白浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について、議案書

（P.３４～３７）に基づき、説明した。 
議案第１０号 白浜町消防長及び消防署長の資格を定める条例の制定について、議案書（P.

３８～４０）に基づき、説明した。 
○議    長 

番外  会計管理者 田井君（登壇） 
○番    外（会計管理者） 

議案第１１号 白浜町債権管理条例の制定について、議案書（P.４１～４３）に基づき、

説明した。 
○議    長   

番外  総務課長 大谷君（登壇） 
○番    外（総務課長）    

議案第１２号 平成２５年度白浜町一般会計補正予算（第８号）議定について、議案書（P.

４４～４５）に基づき、説明した。 
○議    長 

 補足説明の途中ですが、休憩します。 
       （休憩 １１ 時 ５７ 分  再開 １２ 時 ５９ 分） 
○議    長   

 再開します。 

番外  上下水道課長 山本君（登壇） 
○番    外（上下水道課長）    

議案第１３号 平成２５年度白浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）議定につい

て、議案書（P.４６）に基づき、説明した。 
議案第１４号 平成２５年度白浜町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定について、

議案書（P.４７）に基づき、説明した。 
○議    長   

番外  民生課長 三栖君（登壇） 
○番    外（民生課長） 

議案第２７号 田辺周辺５市町障害程度区分認定等審査会共同設置規約の変更に関する協

議について、議案書（P.５４～５６）に基づき、説明した。 
○議    長 

番外  総務課長 大谷君（登壇） 
○番    外（総務課長） 

議案第２８号 和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合への加入に関する協議につい

て、議案書（P.５７～５９）に基づき、説明した。 
○議    長 

以上で、提案説明が終わりました。 
お諮りします。 
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白浜町議会特別委員会設置についてを日程に追加して、直ちに議題にしたいと思います。 
ご異議ございませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
従って、白浜町議会特別委員会設置についてを日程に追加して、直ちに議題にすることに

いたします。  
                                          

（４）追加日程第３３ 白浜町議会特別委員会設置について 

 

○議    長 
追加日程第３３ 白浜町議会特別委員会設置についてを議題とします。 
お諮りします。 
議案第１５号から議案第２６号については、委員会条例第６条の規定に基づき、１３人で

構成する予算審査特別委員会を設置して、これに付託の上審査することにしたいと思います。 
これにご異議ございませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長   

異議なしと認めます。 
従って、議案第１５号から議案第２６号については、予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託の上審査することに決定いたしました。 
ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条

第２項の規定に基づき、議長を除く全議員を指名いたしますのでよろしくお願いします。 
お諮りします。 
本日はこれをもって延会とし、議案調査のため２月１２日まで休会にいたしたいと思いま

す。 
これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり）   
○議    長  
異議なしと認めます。 
従って、これをもって延会とし、２月１２日まで休会することに決定いたしました。 

次回は、２月１２日水曜日午前９時３０分に開会いたしますので、お間違いのないようにご

参集下さい。 
本日は、大変ご苦労さまでした。 

 
議長 南  勝 弥は、 １３ 時 １６ 分 延会を宣した。 

 
地方自治法第１２３条第２項の規定により下記に署名する。 
 
             平成 ２６ 年 ２ 月 ６ 日 
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                 白浜町議会議長 
 
 
                 白浜町議会議員 
 
 
                 白浜町議会議員 
 
 


